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　新採用のＡさんは職場の先輩に誘われ何度か
組合の学

習会などに参加してきました。「そろそろ１年
、組合に

加入しませんか」と言われ、加入を決めました
。加入書

の「私の願い」には、「子どもたちと教職員が
一緒に成

長し安心して過ごせるようになれば」です。

　教職員をまもる取り組みをすすめる組合員に
呼びかけ

られ加入したＢさんは、「民主的な職場と平
和な世の

中」と書きました。その願いは多忙な現場の中
でも子ど

もや社会への視点を失わず、未来への展望を示
す心強い

ものです。ともに成長したたかう大阪市教の存
在の大切

さを改めて感じました。新年度を目前に、さら
に１人、

声をかけて大教済や組合への加入を呼びかけま
しょう。
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１年の取り組みで新採用者加入１年の取り組みで新採用者加入
民主的な職場と平和を民主的な職場と平和を

しんかんフェスタしんかんフェスタ

●学級開き講座 ４月３日
　大阪市教育会館東館 　

　

「
危
機
の
時
代
に
平

和
な
日
本
と
世
界
の
実

現
を
め
ざ
す
」
学
習
・

デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
２

月
14
日
開
か
れ
ま
し

た
。
軍
学
共
同
要
ら
な

い
！
市
民
と
科
学
者
の

会
・
大
阪
主
催
（
日
本

科
学
者
会
議
大
阪
支
部

・
大
阪
革
新
懇
・
大
阪

平
和
委
員
会
）。

　

安
全
保
障
法
制
に
反

対
す
る
学
者
の
会
・
呼

び
か
け
人
の
髙
山
佳
奈

子
京
都
大
学
教
授
が
講

演
し
ま
し
た
。

　

自
民
党
が
大
勝
し
た

こ
と
に
驚
く
必
要
も
、

が
っ
か
り
す
る
必
要
も

な
く
、
反
省
し
な
く
て

い
い
と
話
し
ま
し
た
。

組
織
的
な
情
報
操
作
が

行
わ
れ
て
い
た
。「
自

民
党
の
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
、
26
年

１
月
26
日
に
公
開
し
た

動
画
を
巡
り
、
公
開
か

ら
約
10
日
で
再
生
回
数

１
億
を
突
破
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

は
、
選
挙
期
間
中
に
動

画
が
大
量
再
生
さ
れ
た

こ
と
に
、『
広
告
の
力

だ
』
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
現
役
の
国
会
議
員

か
ら
は
、『
こ
れ
は
や

り
す
ぎ
』『
明
ら
か
に

お
金
の
力
』
と
の
声
が

あ
が
る
」。

　

犯
罪
学
の
立
場
か
ら

は
、株
価
で「
有
価
証
券

売
買
等
が
繁
盛
で
あ
る

と
誤
解
さ
せ
」れ
ば
、相

場
操
縦
罪
、10
年
以
下

の
拘
禁
刑
、１
千
万
以

下
の
罰
金
と
な
る
。自

民
多
数
と
の
メ
デ
ィ
ア

の
選
挙
情
勢
報
道
は
、

た
」
恥
を
意
識
さ
せ

る
。
戦
後
も
家
族
に
長

期
的
影
響
を
与
え
た
。

　

こ
の
問
題
は
決
し
て

「
過
去
」
の
問
題
で
は

な
く
、「
現
在
進
行

形
」
の
問
題
。（
26
年

１
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
で

取
材
し
た
西
谷
文
和
氏

は
、
ガ
ザ
に
行
っ
た
兵

士
２
万
人
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

を
発
症
、
75
人
が
死
を

選
び
46
人
の
女
性
が
殺

さ
れ
た
と
報
告
）

　

元
大
阪
市
立
小
学
校

教
員
の
柏
木
功
さ
ん
が

「
治
安
維
持
法
で
投
獄

さ
れ
た
父
―
戦
争
に
反

対
し
診
療
所
を
つ
く
っ

た
、
そ
の
思
想
が
罪

に
」
を
「
意
見
発
表
」

し
ま
し
た
。
集
会
宣
言

は
高
市
政
権
に
よ
る
外

国
人
政
策
の
厳
格
化
、

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
制

定
の
動
き
な
ど
、
思
想

選
別
と
排
除
を
法
制
化

し
よ
う
と
す
る
政
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
批
判
し
ま
し
た
。

　

第
60
回
「
建
国
記
念

の
日
」
不
承
認
２
・
11

大
阪
府
民
の
つ
ど
い
が

２
月
11
日
開
か
れ
１
９

３
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

上
智
大
学
中
村
江
里

准
教
授
が
「
終
わ
ら
な

い
戦
争
の
ト
ラ
ウ
マ
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演

し
ま
し
た
。
ト
ラ
ウ
マ

と
は
心
が
耐
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
衝
撃
を
受

け
、
現
在
に
至
る
ま
で

恐
怖
や
不
快
感
を
も
た

ら
し
続
け
て
い
る
状

態
。
日
本
陸
軍
で
「
精

神
病
」
な
ど
に
な
っ
た

人
は
66
万
人
。
日
本
軍

に
お
け
る
ト
ラ
ウ
マ
の

特
徴
は
、
軍
隊
の
特
殊

性
―
暴
力
の
行
使
が
正

当
化
さ
れ
、
男
性
中
心

の
集
団
か
ら
な
る
国
家

暴
力
装
置
で
あ
り
、
死

を
前
提
と
す
る
集
団
で

あ
る
こ
と
、
ア
ジ
ア
諸

国
民
へ
の
差
別
意
識
と

生
命
の
軽
視
が
あ
る
こ

と
。「
死
に
損
な
っ

　

第
37
回
青
年
フ
ェ
ス

タ
が
２
月
14
～
15
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
「
公
教
育

破
壊
の
時
代
に
抗
し
て

～
自
由
と
民
主
主
義
を

体
現
す
る
場
と
し
て
の

学
校
、
教
室
を
ど
う
作

る
か
～
」
中
学
校
教
員

・
平
井
美
津
子
さ
ん
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

平
和
教
育
、
憲
法
と
教

育
基
本
法
な
ど
教
育
実

践
を
交
え
な
が
ら
語
り

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
青
年
は
、

「
旧
・
教
育
基
本
法
前

文
『
わ
れ
ら
は
…
日
本

国
憲
法
を
確
定
し
、
民

主
的
で
文
化
的
な
国
家

を
建
設
し
て
、
世
界
の

平
和
と
人
類
の
福
祉
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
決

意
を
示
し
た
。
こ
の
理

想
の
実
現
は
…
教
育
の

力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で

あ
る
』
と
あ
り
『
こ
れ

が
教
育
の
原
点
』
と
平

井
先
生
は
仰
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
私

は
先
生
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
ん
だ
と
、
涙
が

出
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
が
平
和
な

社
会
を
諦
め
て
は
い
け

な
い
。
た
く
さ
ん
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
」

「
高
市
内
閣
は
防
衛

費
、
軍
事
費
に
お
金
を

か
け
る
。
教
育
に
か
け

て
ほ
し
い
」
な
ど
話
し

ま
し
た
。
他
に
小
・
中

学
校
、高
校
、障
害
児
教

育
の
レ
ポ
ー
ト
発
表
、

算
数
・
図
工
・
国
語
・
絵

本
の
実
技
講
座
も
行
わ

れ
、
多
く
の
青
年
教
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

勝
ち
馬
に
乗
り
た
い
人

々
を
動
員
し
た
。世
論

が
本
当
に
右
傾
化
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、保

守
党
が
掲
げ
る
よ
う
な

典
型
的
な
右
翼
政
策
が

大
き
な
支
持
を
得
ら
れ

て
よ
い
は
ず
だ
が
そ
う

な
っ
て
い
な
い
。

マ
マ
、
戦
争

止
め
て
く
る
わ

　

「
マ
マ
、
戦
争
止
め

て
く
る
わ
」
と
５
日

「
Ｘ
」
に
あ
げ
る
と
翌

日
ト
レ
ン
ド
入
り
。
16

日
７
７
０
万
回
表
示
、

４
・
８
万
回
の
「
い
い

ね
」。「
マ
マ
」
だ
け
で

な
く
、
パ
パ
、
独
身
、

オ
タ
ク
な
ど
の
言
い
換

え
、
自
分
の
引
き
付
け

て
の
投
稿
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

裏
金
議
員
、
旧
統
一

協
会
と
の
癒
着
、
物
価

高
、「
円
安
は
ホ
ク
ホ

ク
」
の
問
題
の
追
及
を

続
け
る
こ
と
が
必
要
。

日
本
の
防
衛
予
算
の
内

実
は
武
器
爆
買
い
で
実

質
的
な
防
衛
力
の
強
化

に
な
っ
て
い
な
い
。
情

報
操
作
を
明
ら
か
に

し
、
不
正
を
追
及
す
る

必
要
が
あ
る
。
命
と
暮

ら
し
を
守
る
政
策
本
位

の
発
信
が
市
民
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。

選挙中自民動画１.３億回選挙中自民動画１.３億回
改憲阻止 ♯戦争とめてくるわ

　

大
阪
市
長
・
知
事
選

挙
は
市
民
に
、「
副
首
都

構
想
、
大
阪
都
構
想
の

中
身
の
周
知
・
説
明
も

な
く
、
選
挙
で
白
紙
委

任
を
迫
る
」（
大
阪
市
を

よ
く
す
る
会
声
明
）も

の
で
あ
り
、
維
新
大
阪

市
議
団
も「
出
直
し
選

の
大
義
が
見
え
な
い
」

の
意
見
が
多
数
で
、
白

票
含
む
無
効
票
が
次
点

者
よ
り
も
多
い
17
万
６

２
０
票
、
投
票
総
数
の

13
・
77
％
で
し
た
。

　

朝
日
新
聞
２
月
11
日

は
、「
我
田
引
水
が
目
に

余
る
」「
選
挙
を
都
合
良

く
利
用
し
、
そ
の
結
果

を
都
合
良
く
解
釈
す
る

姿
勢
は
、民
主
主
義
の

基
盤
を
傷
つ
け
か
ね
な

い
。強
引
な
姿
勢
を
改

め
、再
考
す
べ
き
だ
」と

指
摘
し
て
い
ま
す
。ま

た
、読
売
は
、「
大
阪
ダ

ブ
ル
選
挙　

都
構
想
支

持
の
民
意
と
は
言
え

ぬ
」、毎
日
が「
強
引
手

法　

住
民
置
き
去
り
」

と
書
き
ま
し
た
。

　

大
阪
市
は
２
月
19
日

26
年
度
当
初
予
算
案
を

発
表
、
共
同
通
信
は

「
Ｉ
Ｒ
用
地
整
備
１
２

４
億
円　

予
算
案
は
過

去
最
大
」
と
配
信
し
ま

し
た
。
市
税
収
入
過
去

最
高
、
市
債
残
高
大
幅

減
、
財
政
調
整
基
金
を

３
０
９
８
億
円
積
み
上

げ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
物
価
高
騰
対
策
な

ど
暮
ら
し
・
中
小
企
業

直
接
支
援
策
は
乏
し

く
、
夢
洲
地
区
事
業
１

２
４
億
円
、
な
に
わ
筋

線
事
業
１
０
２
億
円
、

淀
川
左
岸
線
５
０
９
億

円
と
大
型
開
発
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

２
・
11
集
会

講演：土佐いく子さん講演：土佐いく子さん
４月18日（土）13時半４月18日（土）13時半

〈情報操作〉

民
主
主
義
破
壊
の
首
長
選
挙

民
主
主
義
破
壊
の
首
長
選
挙

カ
ジ
ノ
用
地
に
１
２
４
億
円

カ
ジ
ノ
用
地
に
１
２
４
億
円
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